
「いじめ防止対策推進法」および「いじめ防止等のための基本的な方針」に基づき，いじめの疑いのある事案については

全て以下のフローチャートに沿った対応を原則とし，組織的に早期対応によった解決を目指す。

　　　　　　いじめ対応フローチャート　　長崎市立戸町小学校（R８.２.４）

１いじめの情報の入手
教職員

〈情報源〉

〇児童・保護者からの訴え

〇アンケート（月１回の相談カード）

〇児童個人面談〇周囲からの情報（客観的事実の確認）

〇日常の観察（教職員の認知）〇教育相談

〇気になる児童の情報交換会（毎週火曜日職員連絡会内）

等
２情報の共有 学年主任

《学年で情報共有・組織的な実態把握》

※状況確認，各職員からの情報収集

※生活指導主任への報告
生活指導主任

管理職
※校内いじめ対策委員会の招集・対応方針・役割

担等の確認

※状況により教育委員会へ一報（情報共有）

３対応の検討

〈校内いじめ対策委員会〉

①入手した情報の報告・共通理解

②（いじめの事実あり）いじめの認知

（いじめの事実無し）当該児童保護者への事実説明

③調査指導方針・役割分担の決定

④関係児童や周囲の児童への聞き取り・調査実施

⑤情報集約・事実関係の把握

⑥調査資料の整理

⑦被害児童保護者への謝罪と事実や指導方針説明と要

望確認

加害児童保護者への事実，指導方針説明と家庭指導

の依頼

⑧調査記録・対応記録の作成管理

【重大事態か否かの判断・認知】

※被害児童・保護者に詳細を確認，教育委員会へ報告

４組織的な指導・支援

教職員全体

長崎市教育委員会

学校教育課生徒指導係

（定例報告会・職員会議・

臨時職員会議）

情報共有・共通理解

報告

保護者

説明

※被害者児童，加害

児童の双方の保護者

の理解を得られるよ

う丁寧な説明を行う。

関係児童への支援・指導

（周囲の児童へのいじめ事実の説明・指導含む）

継続指導・経過観察，継続的な記録（報連相

シート等）

解 消

指導方針・体制の

決定

いじめ事案の内容によっては，警察

署に相談・通報し連携する。

保護者

適宜連絡

警 察

いじめが「解消している」状態とは，少なくとも次の２つの要件が満たされている必要がある。

①被害児童に対する心理的又は物理的な影響を与える行為が止んでいる状態が少なくとも３か月以上継続していること。

②被害児童がいじめの行為により心身の苦痛を感じていないことが被害児童及びその保護者との面談により認められること。

※「いじめ対策員会」が被害児童の状況等を総合的に検討した上で，校長が判断する。

長崎市教育委員会

適宜報告

・長崎市教育委員会への報告

・調査委員会の立ち上げ

・調査組織（第三者）の立ち上げ

・保護者説明会，全校集会，報道対応

・第三者機関（保護者対応を含む）

重大事案

【再発の防止】新たな未然防止の取組


